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ノーベル賞の受賞が決まったジェ
ラール・ムル氏（左）とドナ・スト
リックランド氏＝米物理学会とカナダ・
ウォータールー大学のウェブサイトから

カリスマの大風呂敷から生まれたノーベル物理学賞
2 0年来の友人、ジェラール・ムル氏の「夢を実現する力」を祝福する

高部英明　ドイツ・ヘルムホルツ研究機構上席研究員、大阪大学名誉教授

　第 2 次世界大戦に参戦する直前の 1 9 4 0 年、米国はマサチュー
セッツ工科大学に放射研究所 ( R a d i a t i o n  L a b )を設立し、敵を事
前に捕らえる強力なレーダー研究を進めた。その成果は海軍の装備に用いられ、

日本の航空戦力に壊滅的打撃を与えた。戦後はさらに進歩し、コロンビア大学の
チャールズ・タウンズ教授によるレーザー研究へと発展した。

　 1 9 6 0年、ゼネラルモーターズのヒューズ研究所にいたセオドア・メイマン氏
がルビー結晶を用いたレーザー実験に成功する。レーザーという 2 0世紀の偉大な
発明は、基礎科学から産業応用まで世界を大きく変えた。この原理の発明でタウ

ンズ教授は、当時のソ連の科学者 2人とともに、 1 9 6 4年にノーベル物理学賞を受
けた。

　近年、レーザー分野への授賞が続いて
いた。「 2 1世紀は光の世紀」を合い言

葉に、私たちが極限レーザーの生み出す
新しい科学に取り組んでいる中、この分
野のカリスマとも言うべきジェラール・

ムル氏がノーベル物理学賞に輝いた。米
国の大学で 3 0年以上前に大学院生だっ

たドナ・ストリックランド氏と共に著し
たわずか 3ページの論文
「 C o m p r e s s i o n  o f  a m p l i f i e d

c h i r p e d  o p t i c a l  p u l s e」が授賞の理
由である。

　彼が「カリスマ」であることに、今回の特徴がある。授賞に結びついた 1 9 8 5

年の論文は「コロンブスの卵」のような発想によるもので、この論文だけでは賞
に値しない。しかしその後、 3 3年間にわたって研究全体をリードしてきた彼のカ

リスマ性がノーベル賞をもたらしたのだと、彼と 2 1年間のつきあいがある私は感
じる。執念に乾杯したい。

発想の幅広さと、夢を信じるタフさ

　ムル氏と初めて会ったのは 1 9 9 7年 8月末、イタリアのバレンナで開かれた国際
会議でだった。期間中にダイアナ妃の事故死のニュースが飛び込んできた。会議
の中心課題は、研究が広がりつつあった超高強度レーザーによる新しい物理。牽

引役のムル氏が招待講演を行い、今後の基礎科学として「スティーブン・ホーキ
ング博士が予言したブラックホールからの放射を、レーザー実験で証明したい」

と主張した。アインシュタインの等価原理からホーキング輻射を計測できるとい
う。「ホーキング博士にノーベル賞を獲らせたい」とも述べた。当然、参加者は
半信半疑だったが、ムル氏はまじめに提案していた。

　実は私はこの会議をきっかけに超高強度レーザーによる反物質の生成に興味を
持った。仲介する友人がいて、私は米国のローレンス・リバモア国立研究所が建

設したばかりの巨大な超高強度レーザー「ノベット」による光核物理、真空崩壊
の実験に関わっていった。この時の共同研究者がトム・カウァン氏であり、彼が
1 5年後にヘルムホルツ研究機構ドレスデン ( H Z D R )の所長に就任したことが、私

がいまドレスデンにいる理由である。
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東欧の３施設による研究イメージ＝
欧州極限光研究施設のウェブサイト
から

　さて、会議にはレーザー研究の先駆者だった宅間宏先生（故人）も参加してい
た。宅間先生は私にムル氏を紹介してくださり、二人を晩餐に招待していたミラ

ノ大学の教授宅に私も招かれた。バレンナからの車の中で、ムル氏は他分野への
レーザー応用の可能性を饒舌に語った。「このフェムト秒レーザーは、車のエン

ジンの燃料噴射ノズルの精密加工に革新をもたらす。車の燃費がそれで数％上が
るだけで世界経済に与える影響は計り知れない」という話は、特に印象的だっ
た。ブラックホールから車の燃費まで、発想の幅広さと夢を信じるタフさに感心

した。以来、色々な機会に彼と会うたびにその「大風呂敷」が大きくなるのを見
てきた。

　ムル氏と古くから交流のあった宅間先生は、原研の新研究所（現在の関西光科
学研究所）構想に、ムル氏の超高強度レーザーによる基礎研究や応用研究を提案
し、実現していた。そこに 2 0 0 2年、所長として着任したのが田島俊樹教授だ。

米国での研究生活が長かった田島教授は、 1 9 7 9年にレーザーによる新加速器の
原理を提案していた。ムル氏のレーザーはこの加速器に最適であり、世界中が

レーザー加速の研究を開始していた。ムル氏と田島教授が互いを理解し、親友と
なるのに時間はかからなかった。田島教授は後に欧州へ渡り、ムル氏と二人三脚

で大風呂敷をさらに膨らませていった。

欧州の巨大プロジェクトのゆくえは

　欧州連合（ E U）は約 2 0兆円の年間予算を持ち、さまざまなプロジェクトを推
進している。その中に科学インフラの整備がある。ムル氏が中心になって 1 2年

前、巨大な超高強度レーザー計画が提出された。それが今日、 E L I（イーライ）
の略称で呼ばれる約 1千億円のプロジェクト「欧州極限光研究施設」である。

　ムル氏はあわよくば母国フランスに装
置を建設しようともくろんでいた。しか
し政治の世界は複雑で、チェコ、ハンガ

リー、ルーマニアの東欧 3カ国に実験施
設を建設することが、 2 0 0 9年に E Uで承

認された。 3研究所で計 1千人の所員を
抱え、「西欧に比肩できる東欧の科学レ
ベルの拠点」と象徴的に表現されてい

る。今年から一部のレーザーが稼働す
る。

　ムル氏は機会あるごとに、私たちにこ
の E L I 計 画 へ の 支 援 を 要 請 し て き た 。
ルーマニアの E L Iでは「科学担当所長を

外国人に」との声が挙がり、米国ロチェ
スター大学でムル氏の友人だった大阪大

の田中和夫教授を担ぎ出した。田中教授
はロチェスター大学でドナ氏の友人でもあった。シャイで飾らない性格の彼女の
ことを話してくれた。

　その E L Iが完成間近になった 2年前、３国はドイツなど西側諸国に資金の援助を
要請してきた。 3国は当初、完成後の維持費や人件費として年間で約 1 0 0億円を

出すと言っていたのに、「政府は支援しない。 E Uが支払うべきだ」と翻意した
のだ。ドイツの対応責任者として私の研究機構長が指名され、関係者 5 0名ほどを
集めた説明会がドイツ教育研究省 ( B M B F )であった。「今さら泣きつくのはフェ

アでない」と、参加者は支援に否定的だった。

　 E L Iは中国と日本にもメンバー国として参加するように促し、経費獲得を目指

している。本来、施設の建設費が E U科学予算から出ていたならば維持費も支給
されただろうが、 E L Iは東欧のインフラ予算で建設されている。東欧では高速道
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レーザー 5 0周年の記念式典で取材を
受けるムル氏＝ 2 0 1 0年 6月、筆者写
す

路や地下鉄などが E U資金で建設されているが、その修復費まで E Uは負担してな
い。ムル氏のノーベル賞効果で E Uのスタンスがどう変わるのか見物である。

活発な行動力で人間関係を築く

　ムル氏は 2 0 1 0年、レーザーの発明か
ら 5 0年を記念する式典を主催した。

レーザー関連の 6名のノーベル賞受賞者
を招待してルーブル美術館の地下ホール
で開かれ、私も招かれ参加した。圧巻

は、当時 9 5歳で現役研究者だった
チャールズ・タウンズ教授の講演だっ

た。ノーベル賞につながった自筆の研究
ノートを映写しながらレーザーの歴史を
語る彼の衰えない研究心に、私は熱く

なった。

　ムル氏は常にレーザーの未来を考え、

このような式典や国際会議にノーベル賞受賞者を招待し、また研究成果を伝えな
がら世界中の科学者との信頼関係を築いてきた。活発な行動力と嫌みのない自然
な雰囲気で、彼は行動範囲を広げてきた感がある。誰をも包み込む人間的な魅力

に接しながら、「日本人には真似できない。さすがフランス人だ」と感心した。
そして見事にノーベル物理学賞に輝いた。

いまや最先端を目指すのは中国

　ムル氏が提案してきたレーザーによる新しい基礎科学は、一見、荒唐無稽にも
思える。例えば「 1億倍の分解能があればレーザー場による真空の分極が観測で

きる」などと、不可能に近いことを堂々と提案する。しかしやがて実際の目標と
なり、最近、ドイツの若手研究者によって計測器が開発された。不可能と思える
ことをまじめに提案し、仲間を増やし、気づいたらその技術が実現している。ま

さに大風呂敷の力で研究を牽引してきたカリスマだ。

　現在、世界最高のレーザーの瞬間出力は約 1ペタワット（ 1千兆ワット）だ。と

ころが、ムル氏とドナ氏が論文を書いた 1 9 8 5年にはまだ科学分野で世界の底辺
にいた中国が、今では 1 0 0ペタワットのレーザー装置を上海に建設中である。中
国はレーザー分野で世界最先端を目指し、レーザーによる基礎科学を牽引しよう

と戦略的な取り組みをしているのだ。ムル氏のノーベル賞受賞はさまざまな意味
で、日本の科学技術のあり方に対する大きな刺激であり、また将来への警告でも

ある。
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